
令和 6 年度シラバス（国語）       学番 6301  新潟市立高志中等教育学校 

教科（科目） 国語 単位数 単位 ４ 学年（コース） １学年 

使用教科書 光村図書 『国語１』  

副教材等 文理『中学必修テキスト国語１』  東京法令出版『解いて覚える中学生の文法』  
尚文出版『常用漢字ダブルクリア』 好学出版『Winning 国語１』 

 

１ 学習目標 

 言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力
を次のとおり育成することを目指す。  
  

（ 1）社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。  
（ 2）社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。  

（ 3）言葉がもつ価値を認識するとともに，言語感覚を豊かにし，我が国の言語文化に関わり，    国
語を尊重してその能力の向上を図る態度養う。  
  

２ 指導の重点 

 文章の叙述を根拠に理由付けて，正確に理解したり，自分の考えを相手に分かりやすく伝えたりする力を育成します。（言語
活動の充実） 

 

３ 評価基準 

 評価は次の観点から行います。 

 知識・技能 a 思考・判断・表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 c 

評
価
の
観
点 

・漢字や語句，言葉の決まり
に関する知識を身に付けてい
る。 

・読むことに関する基本的な
知識を身に付けている。 

・字形を整えて書いている。 
（書写）。 
・話や文章に含まれている情
報を正しく扱っている。 

・自分の考えを分かりやすく伝え
ている。また，話の内容を注意
深く聞いている。 

・目的や意図に応じて，分かりや
すく書いている。 

・様々な文章を読み，内容や要旨
を的確に読み取っている。 

・国語に関心をもち，意欲的に粘
り強く学習に取り組んでいる。 

・自分の学びについて，見通しを
もって進めたり振り返ったりし
ている。 

評
価
方
法 

・定期考査 
・小テスト 
・音読 
・書写の作品  
  
などから，評価します。 

・定期考査 
・授業中のパフォーマンス 
（スピーチ，朗読，作文，レポー
ト等) 
 
などから，評価します。 

・課題等の提出状況 
・授業の取組(見通しと振り返り) 
・暗唱テスト 
  
などから，評価します。 

 

４ 学習計画 

月 単元名 授業

時数 

教材名 学習活動 評価

の観

点 

評価の方法 

４ 言葉に
出会う
ために 

 
 
９ 

「朝のリレー」 
「野原はうたう」 
「声を届ける」他 

・詩の中の言葉や表現に着目し，詩に表れ
ているもののみかたや考え方を捉える。 

・音声の働きや仕組みについて，理解を深
める。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

・音読発表
会の様子 
・音読 
・振り返り 

５ １ 学
びをひ
らく 

 
 
11 

「シンシュン」 
「情報を整理して書
こう」 
「漢字１組み立てと
部首」 

・場面の展開や登場人物の描写に注意して
読み，登場人物の気持ちの変化を捉え
る。 

・比較や分類，関係付けなどの情報の整理
の仕方，引用の仕方や出典の示し方につ
いて理解を深める。 

ａ 
ｂ 
 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・好きなも
の作文 
・振り返り 



・読み手にわかりやすく伝えるための，筆
者の表現の工夫を捉える。 

６ ２ 新
しい視
点で 

 
 
16 

「ダイコンは大きな
根？」 
「ちょっと立ち止ま
って」 
「好きなことをスピ
ーチで紹介する」 
「文法への扉１」 

・段落と段落の関係に着目しながら文章の
展開を捉え，内容を読みとる。 

・原因と結果，意見と根拠など情報と情報
との関係について理解する。 

・目的や意図に応じて，日常生活の中から
題材を決め，集めた材料を整理し，伝え
たいことを明確にする。 

・ことばの単位について理解する。 

ａ 
 
ｂ 
 
 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・スピーチ 
・実技 
・聞き取り
メモ 
・振り返り 

７ 3 言葉
に立ち
止まる 
読書生
活を豊
かに 

 
 
11 

「詩の世界」 
「比喩で広がる言葉
の世界」 
「俳句をつくろう」 
「読書を楽しむ」 

・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現
の技法を理解し使う。 

・文章の中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などについて叙述を基
に捉え，要旨を把握する。 

・文章を読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにする。 

ａ 
 
ｂ 
 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・詩歌の創
作作品 
 
・振り返り 

8 
９ 

4 心の
動き 

 
17 

「大人になれなかっ
た弟たちに……」 
「星の花が降るころ
に」 
「漢字の音訓」 
「言葉 3 さまざま
な表現技法」  

・場面の展開や登場人物の描写に注意して
読み，登場人物の気持ちの変化を捉え
る。 

・比喩や心情と情景の関連性など，文章を
根拠にして，登場人物の判断や行動につ
いて自分の考えをもつ。 

・漢字の音訓について理解を深める。 
・比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現
の技法を理解する。 

ａ 
 
ｂ 
 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・作品のよ
さ作文 
 
・振り返り 

10 5 筋道
を立て
て 

12 「『言葉』」をもつ
鳥,シジュウカラ」 
「思考のレッスン
2」 
「根拠を示して説明
しよう」レポート 

・事実と意見と理由を読み分けて，要旨を
捉える。 
・図表と文章との関係に注意しながら，事
実とそれに基づく筆者の考えを読み分け
る。 
・根拠を明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫する。 

ａ 
 
ｂ 
 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・レポート
作品 
 
・振り返り 

11 6 いに
しえの 
心にふ
れる 

13 「いろは歌」 
「蓬莱の玉の枝」 
「今に生きる言葉」 

・古文の仮名遣いやリズムに注意して音読
し，古典の世界にふれる。 
・現代のつながりを考えて読み，物語のお
もしろさについて，自分の考えをもつ。 
・訓読の仕方にふれ，漢文調のリズムに注
意して音読する。 
・単語の種類、品詞について理解する。 

ａ 
 
ｂ 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・紙芝居作
品 
・暗唱テス
ト 
・振り返り 

12 読書に
親しむ 

11 「文法への扉２」 
「書写」（楷書） 
「考える人になろ
う」 
「好きな本をスピー
チで紹介する」 

・文の組み立て，五つの文の成分を理解す
る。 
・楷書の特徴を理解して，「天地」「春風」
を書く。 
・選んだ本のよさを，構成，展開，表現等
の観点を明確にしながらその効果について
自分の意見をもつ。 
・相手の反応を踏まえながら，自分の考え
が分かりやすく伝わるように表現を工夫す
る。 

ａ 
 
ｂ 
 
 
 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・スピーチ
実技 
・聞き取り
メモ 
 
・振り返り 

1 7 価値
を 
見いだ
す 

13 「『不便』の価値を
見つめ直す」 
「百人一首」 

・事実と意見と理由を読み分けて，要旨を
捉える。 
・文化の違いについて，自分の考えをも
つ。 
・「百人一首」に興味をもつ。 

ａ 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・暗唱テス
ト 
・百人一首
大会 

２ 8 自分
を見つ
める 

12 「少年の日の思い
出」 
「随筆二編」 
「体験を基に随筆を
書く」 

・場面展開や人物描写に着目して，登場人
物の心情の変化を捉える。 
・作品の構成の工夫を読み取り，その効果
について自分の考えをもつ。 
・自分で立てた問いについての考えを三角
ロジックを組んで説明し合う。 

ａ 
 
ｂ 
 
 
 
ｃ 

・定期考査 
 
・ワールド
カフェ 
・随筆作品 
 
・振り返り 



・事実や体験から導き出した自分の考え
を，根拠を明確にして書く。 

３ 振り返
り 

10 「書写」  
「一年間の学びを振
り返ろう」  

・行書の特徴を知り，筆使いを理解して
「月光」を書く。 
・具体的な事実や体験を根拠に，自分の学
びを書く。 

ａ 
 
ｃ 

・書写作品 
 
・振り返り
作文 

計１３５時間（５５分授業） 

５ 課題・提出物等 

 

６ 担当者から一言 

  

提出物 ○毎時間→漢字テスト ○毎週→週課題として副教材 ○授業→パフォーマンスに関わる作品

や振り返り ○考査毎→考査範囲の必修テキスト，分析ノート ○長期休暇→その都度課題や

確認テストの有無をお知らせします。 

課題  各学期 暗唱課題４作品 

国語は，みなさんの一生涯の強い味方・友だちになります。楽しみとしての生涯読書は，あなたの生涯

に渡っての心の相談者になります。また，読解力を身につけると，電化製品・電子機器をはじめ生活に

必要な様々なもののマニュアルを読めるようになります。そして何より，コミュニケーション能力が高

まります。相手の伝えたいことを理解したり，自分が伝えたいことを十分伝えられるように工夫したり

する学習をしていきます。              



令和６年度シラバス（国語）       学番６３０１  新潟市立高志中等教育学校 

教科（科目） 国語 単位数 単位 ４ ２学年 ２学年 

使用教科書 光村図書『国語２』 

副教材等 文理『中学必修テキスト国語２』  東京法令出版『解いて覚える中学生の文法』  
尚文出版『常用漢字ダブルクリア』 好学出版『Winning 国語２』 

 

１ 学習目標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。 
⑴ 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に親しんだり理解したりす
ることができるようにする。 
⑵ 論理的に考える力や共感したり想像したりする力を養い，社会生活における人との関わりの中で伝え合う
力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 
⑶ 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を生活に役立て，我が国の言語文化を大切にして，思いや考え
を伝え合おうとする態度を養う。 

 

２ 指導の重点 

 

３ 評価基準 

 評価は次の観点から行います。 

 知識・技能 a 思考・判断・表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 c 

評
価
の
観
点 

・漢字や語句，言葉の決まり
に関する知識を身に付けてい
る。 
・読むことに関する基本的な
知識を身に付けている。 
・字形を整えて書くことがで
きる（書写）。 
・話や文章に含まれている情
報を正しく扱うことができ
る。 

・自分の考えを分かりやすく伝え
ることができる。また，話の内容
を注意深く聞くことができる。 
・目的や意図に応じて，分かりや
すく書くことができる。 
・様々な文章を読み，内容や要旨
を的確に読み取ることができる。 
 

・国語に関心をもち，意欲的に粘
り強く学習に取り組んでいる。 
・自分の学びについて，見通しを
もって進めたり振り返ったりして
いる。 

評
価
方
法 

・定期考査 
・小テスト 
・音読 
・書写の作品  

・定期考査 
・授業中のパフォーマンス 
（スピーチ，朗読，作文，レポー
ト等) 

・課題等の提出状況 

・授業の取組(見通しと振り返り) 

・暗唱テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

根拠を明らかにして，自分の考えを相手に分かりやすく伝える力を育成する。（言語活動の充実） 



４ 学習計画 

月 単元名 授業
時数 

教材名 学習活動 評価
の観
点 

評価の方法 

４ 広がる学
びへ 

８ 「見えないだけ」 
「アイスプラネット」 
「問いを立てながら聞
く」 
 

・詩の中の言葉や表現に着目し，
詩に表れているもののみかたや考
え方を捉える。 
・目的に応じて複数の情報を整理
しながら適切な情報を得たり，登
場人物の言動の意味などについて
考えたりして，内容を解釈する。 
・意見と根拠，具体と抽象など情
報と情報との関係について理解す
る。 
 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 

５ 多様な視
点から 
 

１４ 「枕草子」 
「多様な方法で情報を
集めよう」 
「漢字１熟語の構成」
「クマゼミ増加の原因
を探る」 
 

・文章を読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と結び付
け，自分の考えを広げたり深めた
りする。 
・比較や分類，関係付けなどの情
報の整理の仕方，引用の仕方や出
典の示し方について理解を深め
る。 
・二字熟語の主な構成の仕方につ
いて理解する 
・図表と文章との関係に注意しな
がら，事実とそれに基づく筆者の
考えを読み分ける。 
 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 
○暗唱テス
ト 

６ 情報社会
を生きる 

１３ 「魅力的な提案をしよ
う 
 ～沖縄に関する数字
のスピーチ～」 
「メディアを比べよ
う」 
「文法 1 自立語」 
「文法 2 用言の活
用」 

・数字の表す事実を根拠に三角ロ
ジックを組んで考えを伝える。 
・情報と情報との関係の様々な表
し方を理解する。 
・自立語の単語の種類，品詞，活
用について理解する。・情報と情報
との関係の様々な表し方を理解す
る。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 
○スピーチ 
○小テスト 

７ 言葉と向
き合う 
読書生活
を豊かに 

１４ 「短歌に親しむ」 

「短歌を味わう』 

「言葉の力」 

「言葉 1 類義語・対

義語・多義語」 

「俳句をつくろう」 

「読書を楽しむ」 

・文章を読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と結び付
け，自分の考えを広げたり深めた
りする。 
・文章の中心的な部分と付加的な
部分，事実と意見との関係などに
ついて叙述を基に捉え，要旨を把
握する。 
・比喩，反復，倒置，体言止めな
どの表現の技法を理解し使う。 
・感じたことや想像したことを短
歌や俳句に書く。 
・詩歌や小説などを読み，引用し
て解説したり，考えたことなどを
伝え合ったりする。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 
○鑑賞文 

８
９ 

人間のき
ずな 

１４ 「盆土産」 
「字のない葉書」 
「言葉 2 敬語」 
「漢字 2 同じ訓・同
じ音をもつ漢字」 

・目的に応じて複数の情報を整理
しながら適切な情報を得たり，登
場人物の言動の意味などについて
考えたりして，内容を解釈する。 
・観点を明確にして文章を比較す
るなどし，文章の構成や論理の展
開，表現の効果について考える。 
・敬語の働きについて理解し，話
や文章の中で使う。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 



・同音異義語や多義的な意味を表
す語句などについて理解し，話や
文章の中で使う。 
 

10 論理を捉
えて 

１６ 「モアイは語る―地球
の未来」 
「思考のレッスン 2 
根拠の吟味」 
「意見文を書く」 
「立場を尊重して話し
合おう」 

・事実と意見と理由を読み分け
て，要旨を捉える。 
・文章を絵図に変換し，書かれて
いる内容を仲間に説明する。 
・意見と根拠，具体と抽象など情
報と情報との関係について理解す
る。 
・根拠の適切さを考えて説明や具
体例を加えたり，表現の効果を考
えて描写したりするなど，自分の
考えが伝わる文章になるように工
夫する。 
・互いの立場や考えを尊重しなが
ら話し合い，結論を導くために考
えをまとめる。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 
○レポート 

11 いにしえ
の心を訪
ねる 

１３  「扇の的」 
「仁和寺にある法師」 
「漢詩の風景」 
「沖縄で学びたいテー
マについてスピーチす
る」 

・古文の仮名遣いやリズムに注意
して音読し，古典の世界にふれ
る。 
・現代のつながりを考えて読み，
物語のおもしろさについて，自分
の考えをもつ。 
・訓読の仕方にふれ，漢文調のリ
ズムに注意して音読する。 
・根拠を明確にして理由付けて自
分の考えを述べる。 
・相手の反応を踏まえながら，自
分の考えが分かりやすく伝わるよ
うに表現を工夫する。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 
○暗唱テス
ト 
○レポート 
○作文 
○スピーチ 
 

12 価値を語
る 

１３ 「君は『最後の晩餐』
を知っているか」「『最
後の晩餐』の新しさ」 
「鑑賞文を書く」 
「読書に親しむ」 

・観点を明確にして文章を比較す
るなどし，文章の構成や論理の展
開，表現の効果につ て考える。 
・根拠の適切さを考えて説明や具
体例を加えたり，表現の効果を考
えて描写したりするなど，自分の
考えが伝わる文章になるように工
夫する。 
・本や文章などには，様々な立場
や考え方が書かれていることを知
り，自分の考えを広げたり深めた
りする読書に生かす。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 
○鑑賞文 

１ 表現を見
つめる 

１３ 「書写」（行書） 
「文法 3 付属語」 
「走れメロス」 

・行書の特徴や筆使いを理解し

て，紅葉」「雲海」を書く。 

・助詞や助動詞などの働きについ

て理解し，話し手の意図を考え

る。 

・場面展開や人物描写に着目し

て，登場人物の心情の変化を捉え

る。 

・作品の構成の工夫を読み取り，

その効果について自分の考えをも

つ。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 
○書写作品 

２ 表現を見
つめる 

１２ 「『ある日の自分』の
物語を書く」 

・事実や体験から導き出した自分
の考えを，根拠を明確にして書
く。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

授業の取組
(見通しと振
り返り) 



「言葉３ 話し言葉と
書き言葉」 
「漢字３ 送り仮名」 
「国語の学びを振り返
ろう」  

 
・話し言葉と書き言葉の特徴につ
いて理解する。 
 
・送り仮名の原則と特殊な送り仮
名について理解する。 
・具体的な事実や体験を根拠に，
自分の学びを新聞に書く。 

振り返りシ
ート 
○作文 
○レポート 

３ 表現を見
つめる 

１０ 「木」 
「学習を振り返ろう」 

・詩歌の読み方（形式，技法，構
成，主題）を思い出しながら，自
力で読む。 
・文法についての総復習をする。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

授業の取組
(見通しと振
り返り) 
振り返りシ
ート 
○レポート 

計１４０時間（５５分授業） 

５ 課題・提出物等 

 

６ 担当者から一言 

  

課題   

・上記学習計画の評価方法の「○」印のもの 

・単元ごと→振り返りシート 

・毎時間→漢字小テスト 

・月に２，３回程度（月ごとの授業回数によって変動）→漢字テスト  

提出物  

・毎時間→漢字小テスト 

・月に２，３回程度（月ごとの授業回数によって変動）→漢字テスト  

・毎週→週課題として副教材 

・授業→パフォーマンスに関わる作品や振り返り 

・考査毎→考査範囲の必修テキスト，分析ノート 

・長期休暇→その都度課題や確認テストの有無をお知らせします。 

言葉に触れることで世界が広がったり、考えが深まったりする喜びを感じてほしいと思います。 

（担当：阿部恵） 



令和６年度シラバス（国語）       学番６３０１  新潟市立高志中等教育学校 

教科（科目） 国語 単位数 単位 ４ 学年（コース） ３学年 

使用教科書 光村図書『国語３』 

副教材等 文理『中学必修テキスト国語３』  東京法令出版『解いて覚える中学生の文法』  
尚文出版『常用漢字ダブルクリア』 好学出版『Winning plus 国語３』 

 

１ 学習目標 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を次
のとおり育成することを目指す。 
⑴ 社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に親しんだり理解した 
りすることができるようにする。 
⑵ 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を養い，社会生活における人との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 
⑶ 言葉がもつ価値を 認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わり， 
思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。 

 

２ 指導の重点 

 

３ 評価基準 

 評価は次の観点から行います。 

 知識・技能 a 思考・判断・表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 c 

評
価
の
観
点 

・漢字や語句，言葉の決まり
に関する知識を身に付けてい
る。 
・読むことに関する基本的な
知識を身に付けている。 
・字形を整えて書くことがで
きる（書写）。 
・話や文章に含まれている情
報を正しく扱うことができ
る。 

・自分の考えを分かりやすく伝え
ることができる。また，話の内容
を注意深く聞くことができる。 
・目的や意図に応じて，分かりや
すく書くことができる。 
・様々な文章を読み，内容や要旨
を的確に読み取ることができる。 
 

・国語に関心をもち，意欲的に粘
り強く学習に取り組んでいる。 
・自分の学びについて，見通しを
もって進めたり振り返ったりして
いる。 

評
価
方
法 

・定期考査 
・小テスト 
・音読 
・書写の作品  

・定期考査 
・授業中のパフォーマンス 
（スピーチ，朗読，作文，レポー
ト等) 

・課題等の提出状況 

・授業の取組の様子 

・振り返り 

 

４ 学習計画 

月 単元名 授業
時数 

教材名 学習活動 評価の 

観点 
評価の方法 

４ 深まる学
びへ 

１０ 「握手」 
「学びて時に之を習
ふ」 

・文章を批判的に読みながら，文章に表れ

ているものの見方や考え方について考え

るとともに、批評したり，考えたことな

どを伝え合ったりする。 

・教材を正しく書き下したり、脚注を参

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
振り返りシ
ート 
〇小テスト 

１学期においては、文章の叙述を根拠に正確に内容を理解したり，自分の考えを相手に伝えたりす

る。２学期においては、高校古典の基礎の定着を目標に、文章構造に着目して古文と漢文を読み解

く。（言語活動の充実） 



考にして現代語訳を作ったりする活動

を通して、孔子の考え方を読み取る。 

・必要に応じて訓読の方法や返り点の種

類などを確認させる。 

５ 視野を広
げて 
 

１４ 「作られた『物語』
を超えて」 
「説得力のある構成
を考えよう」（スピ
ーチ） 
「熟語の読み方」 

・本文を序論・本論・結論に分け，ゴリ
ラなど野生動物の事例から，筆者の主
張に至る論理の展開をとらえるととも
に、「具体と抽象」，「原因と結果」，
「意見と根拠」などの概念を使って論
理の流れや関係などを整理する。 

・興味を引く導入や明確な主張，聞き手
が納得できる根拠や提案の設定，適切
な説明の順序などを考えて，スピーチ
を実践する。 

・重箱読み、湯桶読み、熟字訓について
理解するとともに、様々な熟語の意味
や読み方に触れる。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組 
振り返りシ
ート 
○スピーチ 

６ 情報社会
を生きる 
 
 
言葉とと
もに 

１４ 「実用的な文章を読
もう」 
「報道文を比較して
読もう」 
「俳句の可能性」 
「俳句を味わう」 
 

・観点ごとに情報を整理し，着眼的を
参考に情報の客観性や信頼性を確認
しながら内容を理解する。 

・ 「語語」「有語定」」「時時記」「切れ
字」「自由律俳句」「無語俳句」の意
味を捉える。 

・本文中から，筆者のものの見方や感
じ方がよく表れている語句や表現を
抜き出して，意味を確認するととも
に、俳句についての鑑賞文を書く。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組
振り返りシ
ート 
〇鑑賞文 

７ 言葉とと
もに 
 
自らの考
えを 

１２ 「和語・漢語・外来

語」 

「人工知能との未

来」 

「人間と人工知能と

創造性」 

 

・和語・漢語・外来語の表現を比較
し，それぞれの特徴について正しく
理解する。 

・二つの文章を比較しながら読む活動
を通して、それぞれの筆者の主張を
捉える。 

・自分の立場を明確にして，根拠とな
る文章や事実を引用するなどして，
説得力のある意見を書く。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組 
振り返りシ
ート 
 

８
９ 

状況の中
で 

１５ 「挨拶」 
「故郷」 

・作者がこの詩の中でどのようなこと
を考え，伝えようとしたのか，現代
社会の状況と重ね合わせながら，自
分の意見を述べる。 

・抽象的な表現について具体的に説明
する。 

・回想の場面と現在の場面とを比べ
て，描写がどのように変化している
か捉える。 

・読み深めたことを踏まえ，作品のも
つ特性や価値について批評する。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組 
振り返りシ
ート 

10 状況の中
で 

１５ 「慣用句・ことわ
ざ・故事成語」 
「漢字の造語力」 
「君待つと－万葉・
古今・新古今」 

・慣用句やことわざ、故事成語につい
て、日常生活でどのように用いられて
いるかを想起しながら、言葉の意味を
正しく理解する。 
・現代語訳や語注を参考に，和歌に詠
まれた心情や情景を想像し，用いられ
ている表現技法について捉える。 
・三つの和歌集の歌を比較して，その
中からお気に入りのい一首を選択し、
鑑賞文を作成する。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組 
振り返りシ
ート 
○鑑賞文 

11 いにしえ
の心を訪
ねる 

１４  「古典文法：用言の
活用（動詞）」 
「児のそら寝」 
 

・言語文化と古文の関係に着眼し、こ
れから学習する古文分野への関心意
欲を高める。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組 
振り返りシ
ート 



・動詞の九つの活用について正しく捉
え、見分けられるようにする。 

・古典の世界に親しむために、古典を
読むために必要な文語のきまりや古
典特有の表現などについて理解し、
作品や文章に表れているものの見
方、感じ方、考え方を捉え、内容を
解釈する。 

 

12 価値を語
る 

１０ 「漢文訓読の仕方」 
「漢文の構造を捉え
る」 
「矛盾」 

・言語文化と漢文の関係に着眼し、こ
れから学習する漢文分野への関心意
欲を高める。 

・主語、述語、目的語の文章構造を捉
えたうえで、正しく訳出する。 

・現在用いられる故事成語の多くが漢
文に由来することを踏まえたうえ
で、故事成語の意味を説明する。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組 
振り返りシ
ート 

１ 表現を見
つめる 

１２ 「古典文法：用言の
活用（形容詞、形容
動詞）」 
「ある人、弓射るこ
とを習ふに」 
 

・形容詞の活用について正しく捉え、
見分けられるようにする。 

・正しく品詞分解をしたうえで逐語訳

することで、作者が文章を通して伝

えたかった思いを捉える。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

定期考査 
授業の取組 
振り返りシ
ート 

２ 表現を見
つめる 

１２ 「再読文字」 
「虎の威を借る狐」 

・現在用いられる故事成語の多くが漢
文に由来することを踏まえたうえ
で、故事成語の意味を説明する。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

授業の取組 
振り返りシ
ート 

３ 表現を見
つめる 

１２ 「用言の活用の復
習」 
「助動詞について」 
「助動詞：ず、た
り、り、つ、ぬ、
き、けり」 

・古典文法の用言の活用について、問
題演習を通して、活用表を正しく埋
められたり、活用の種類や活用形に
ついて正確に理解する。 

・助動詞の活用形について触れる。 

ａ 
ｂ 
ｃ 

授業の取組 
振り返りシ
ート 

計１４０時間（５５分授業） 

 

５ 課題・提出物等 

 

６ 担当者から一言 

２学期からは中学の内容を離れ、高校古典の内容を学習します。１学期の間に文章読解の基礎的、基本

的な力を身に着けるとともに、「自ら課題を求めて学習する態度」を身に付けてほしいです。読解スキ

ルを身に着けることはもちろん、学びの基礎体力を向上させることで、スムーズに高校生の学習へと移

行できる１年間となるよう努めましょう。（担当：渡邊 麻央人） 

課題   

・上記学習計画の評価方法の「○」印のもの 

・振り返りシート（授業後に提出するもの、単元末に提出するもの） 

・毎時間→漢字小テスト 

・月に２，３回程度（月ごとの授業回数によって変動）→漢字テスト  

提出物  

・毎時間→漢字小テスト 

・月に２，３回程度（月ごとの授業回数によって変動）→漢字テスト  

・毎週→週課題として副教材やプリント 

・授業→パフォーマンスに関わる作品や振り返り 

・考査毎→考査範囲の必修テキスト，分析ノート 

・長期休暇→その都度課題や確認テストの有無をお知らせします。 



（  現代の国語  ）  

令和６年度シラバス  
                            新潟市立高志中等教育学校  

 

学  科  

普 通 科  教科名  国 語  単位数   ２単位  学年   ４学年  

使用教科書  「現代の国語」（数研出版） 
 

副教材等  
「新国語便覧」（第一学習社）  
「現代文長文記述問題集（読解力習得編）」（いいずな書店）  
「大学入試に出た核心漢字2500＋語彙1000」（尚文出版） 

 

１  学習目標  

・論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする 

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

２  指導の重点  

①様々な文章に触れ、その構成、語句の意味、表現の仕方などを理解し、言語感覚を豊かにする。 

②様々な視点に立ったり、情報を整理したりすることで、より正確に読解する力を養う。  

３  評価規準と評価方法  

〔評価規準〕  評価は次の３観点で行います。  

①知識・技能  ②思考・判断・表現  ③ 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態
度  ・実社会に必要な国語の知識や技

能を身に付けるようにしている。 

 

「話すこと・聞くこと」，「書くこ
と」，「読むこと」の各領域におい
て，論理的に考える力や深く共感し
たり豊かに想像したりする力を伸
ばし，他者との関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広
げたり深めたりしようとしている。 

言葉を通じて積極的に他者や社会に
関わったり，思いや考えを広げたり
深めたりしながら，言葉がもつ価値
への認識を深めようとしているとと
もに，進んで読書に親しみ，言葉を効
果的に使おうとしている。 

〔評価方法〕  
・定期考査、課題考査、小テスト、各種課題、授業で取り組んだ成果物。 

 
 

 

４  指導計画  

月  単元名  授業
時数  

 

教材  学習活動（指導内容）  評価の
観点  

評価方法  

４  

評 論 読 解  

 

 

問 題 を 提

起 す る  

 

７  「 書 け な い 日 々 」  

 

 

「感情暴走社会の由

来」 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の

展開などについて叙述を基に的確に捉え、要

旨や要点を把握する。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠

の示し方や説明の仕方を考えるとともに、文

章の種類や、文体、語句などの表現の仕方を工

夫する。 

 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課題の提出状況 

５  

評論読解 

 

 

 

対比する 

７ 「コミュニケーション 

能力とは何か」 

 

 

「デジタルメディア時

代の複製」 

 

・目的に応じて，文章や図表などに含まれている

情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の

意図を解釈したり，文章の構成や論理の展開な

どについて評価したりするとともに，自分の考

えを深める。 

・読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情

報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や

展開を工夫する。 

a 

 

 

b 

 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  



６  

評論読解 

 

対比する 

７ 「わらしべ長寿の経済

学」 

「命は誰のものなの

か」 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展

開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や

要点を把握する。 

・目的や意図に応じて書かれているかなどを確か

めて、文章全体を整えたり、読み手からの助言

などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉

え直したりする。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  

７  

評論読解 

 

発表する 

６ 「ポストプライバシ

ー」 

 

「課題を発見し解決策

を発表する」 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展

開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や

要点を把握する。 

・伝え合う内容を検討し、自らの考えが相手に的

確に伝わるように構成や表現を工夫する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内

容  

振 り 返 り  

課 題 の 提 出 状

況  

８  

評論読解 ３ 「政治的思考」 ・目的に応じて、文章や図表などに含まれている

情報を相互に関係付けながら、内容や書き手の

意図を解釈したり、文章の構成や論理の展開な

どについて評価したりするとともに、自分の考

えを深める。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  

 
 

９  

評 論 読 解  

 

 

解 釈 を 述

べ る  

８  「 未 来 を は じ め

る 」  

 

 

「事実なのか考えなの

か」 

・自分の考えが的確に伝わるよう、自分の立場

や考えを明確にするとともに、相手の反応を

予想して論理の展開を考えるなど、話の構成

や展開を工夫する。 

・目的や意図に応じて書かれているかなどを確

かめて、文章全体を整えたり、読み手からの

助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題

を捉え直したりする。 

 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課題の提出状況 

10 

評論読解 

 

意見を述べ

る 

９ 

 

「知識のシステムをつ

くる」 

「無痛化する社会のゆ

くえ」 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展

開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や

要点を把握する。 

・読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情

報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や

展開を工夫する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  

11 

評論読解 

具体例を述

べる 

 

 

関連づける 

７ 「動物園というメディ

ア」 

 

 

 

「絵を前に思いをめぐ

らす」 

・個別の情報と一般化された情報との関係につい

て理解する。 

・目的や場に応じて、実社会の中から適切な話題

を決め、様々な観点から情報を収集、整理して、

伝え合う内容を検討する。 

・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の

示し方や説明の仕方を考えるとともに、文章の

種類や、文体、語句などの表現の仕方を工夫す

る。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  



12 

評論読解 

 

表現を工夫

する 

８ 「科学コミュニケーシ

ョン」 

「目的に合わせて表現

を工夫する」 

・文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展

開などについて叙述を基に的確に捉え、要旨や

要点を把握する。 

・読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情

報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や

展開を工夫する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  

 

１  

評論読解 

 

情報を聞き

取る 

６ 「時を編む人間」 

 

「文章の構成を工夫し

て提案する」 

・言葉には、認識や思考を支える働きがあること

を理解する。 

 

・実社会において理解したり表現したりするため

に必要な語句の量を増すとともに、語句や語彙

の構造や特色、用法及び表記の仕方などを理解

し、話や文章の中で使うことを通して、語感を

磨き語彙を豊かにする。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  

２  

評論読解 

 

 

論証する 

５ 「他者を理解するこ

と」 

 

 

「言語技術の実践 

 レポート」 

・主張と論拠など情報と情報との関係について理

解し、文章の種類を踏まえて、内容や構成、論

理の展開などについて叙述を基に的確に捉え、

要旨や要点を把握する。 

・目的や意図に応じて、実社会の中から適切な題

材を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味

して、伝えたいことを明確にする。 

・読み手の理解が得られるよう、論理の展開、情

報の分量や重要度などを考えて、文章の構成や

展開を工夫する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  

３  

評論読解 

 

 

 

話し合う 

５ 「白」 

 

 

 

「言語技術の実践 

 ディベート・討論」 

・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な

述べ方や婉曲的な述べ方について理解し、文章

の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開な

どについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点

を把握する。 

・論点を共有し、考えを広げたり深めたりしなが

ら、話合いの目的、種類、状況に応じて、表現

や進行など話合いの仕方や結論の出し方を工

夫する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容  

 

課 題 の 提 出 状

況  

  計７０時間（55分授業） 
 

５  課題・提出物  

 
・小テスト、各種課題、授業で取り組んだノートやプリント等。 

 
 

６ 担当者からの一言 

 現代の国語は、実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けながら、論理的に考える力を高める科目
です。具体的には、明治以降の評論、実用的な文章に触れることで、「読む力」「話す力」「聞く力」「書
く力」を高め、総合的な「国語力」の育成を図ります。授業では、文章の構造や筆者の主張を捉えるこ
とはもちろん、筆者の主張について、自分の思いや考えを広げたり、様々な分野の知識を増やしたりし
ながら、積極的に自己表現に努めてほしいと思います。 

 

  



 

（  言語文化  ）  

令和６年度シラバス  

                            新潟市立高志中等教育学校  
 

学  科  

普 通 科  教科名  国 語  単位数  ３単位  学年   ４学年  

使用教科書  「言語文化」（数研出版） 

 

副教材等  

「改訂三版  完全マスター古典文法」（第一学習社 ）  
「新明説漢文」（尚文出版）「新国語便覧」（第一学習社）  
「プログレス古文」「プログレス漢文」（いいずな書店）  
「古文単語３３０」（桐原書店） 

 

１  学習目標  

・生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深める
ことができるようにする。 

・言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深めるとともに、国語を尊重してその向上を図る態度を育 

てる。 

 

２  指導の重点  

①論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばす。 

②自分の思いや考えを広げたり深めたりする活動を通して、言語感覚を豊かにする。 

②古文・漢文の基本的事項を理解し、読解力を身につけ、先人の知恵を知る 。  

 

３  評価規準と評価方法  

〔 評 価 規 準 〕  評 価 は 次 の ３ 観 点 で 行 い ま す 。  

① 知 識 ・ 技 能  ② 思 考 ・ 判 断 ・ 表 現  ③主体的に学習に取り組む態度 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の
知識や技能を身に付けるとともに，我
が国の言語文化に対する理解を深めよ
うとしている。 

・作品や文章に表れているものの見
方や考え方を捉えたり、表現の仕方
や特色について注意しながら読んだ
りすることで、作品の解釈を深めよ
うとしている。 

・古語辞典・漢和辞典を活用し、語
句の用法を判断して品詞分解した
り、逐語訳をしたりできる。 

言葉がもつ価値への認識を深めるとと
もに，我が国の言語文化の担い手とし
ての自覚をもち，言葉を通して他者や
社会に関わろうとしている。 

〔評価方法〕 

・定期考査、課題考査、小テスト、各種課題、授業で取り組んだ成果物。 

 

４  指導計画  

月  単元名  
授業時数

(と領域) 
教材  

評価の観
点  

学習活動（指導内容）  評価方法 

４  

小説読解 

 

９ ・言語文化と近現代 

近代小説 羅生門 

a 
b 

c 

・小 説 末 尾 の 文 章 の 意 味 を 、正 確 に 理 解

す る こ と に 加 え 、 改 稿 前 と 後 の 文 章

に よ る 印 象 の 違 い に 気 づ き 、 そ れ ぞ

れ 正 確 に 解 釈 す る 。  

 
 
 

 
 

 
 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内 容  

 

振 り 返 り の 内 容  

 

課 題 の 提 出 状 況  

 

 

５  

古文読解 

 

８ 

 

物語 竹取物語 

随筆 枕草子 

 

a  

b  

c  

・平安時代の儀式について踏まえつつ、かぐや

姫と竹取の翁の人物造」を根拠をもってわかり

やすく説明する。 

・ 『枕草子』では『白氏文集』の主題は捨象され

ていることを理解したうえで、知的言語遊戯と

しての本文の性格に言及する。 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内 容  

 

振 り 返 り の 内 容  

 

課題の提出状況 



６  

漢文読解 

 

 

 

 

１１ 

 

史伝 管鮑之交 

   先従隗始 

   鶏口牛後 

 

a 

b 

c 

・春秋・戦国時代の歴史的知識を踏まえて、管仲

と鮑叔の斉国における立場、郭隗が賢者を招こ

うとした経緯、蘇秦の外交政策の特徴などを説

明する。 

 

小 テ ス ト  

 

課 題 の 記 述 内 容  

 

振 り 返 り の 内 容  

 

課題の提出状況 

７  

小説読解 

 

古文読解 

 

９ 

 

現代小説 サラバ！ 

 

和歌集 万葉集、古

今集、新古今集 

a 

b 

c 

・ 「」」とヤコブがどのように関係性を構築して

いったかを 

文脈の中で正確に理解し、「人と人との交流に

おいて大切 

なこと」について考える。 

・和歌修辞を十分理解し、それぞれの歌に込め

られた心情や主題について明確に説明する。 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

 

８  

漢文読解 

 

３ 

 

漢詩 中国の詩 

 

a 

b 

c 

・ 「夜思思」「月思」「月月十五日」に共通してみ

られる「月が空間を超えて人を結ぶ」というモ

チーフについて、説明する。 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

９  

詩歌読解 

 

 

古典読解 

 

１２ 

 

サーカス 

I was born 

 

歌物語 伊勢物語 

a 

b 

c 

・作品の内容を正確に解釈したうえで、作品に対

する独自の感想を述べることができている。 

 

・本文中に見られる古典常識について、現代の

名残とともに理解し、本文を読解する。 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

10 

漢文読解 

 

詩歌読解 

 

１２ 

 

漢詩 日本の詩 

 

短歌、俳句 

 

a 

b 

c 

・日本語と漢文で異なる意味をもつ言葉につい

て、双方の意味の違いを説明しながら、詩の内

容を理解する。 

  

・各自で選択した歌が持つ味わいを吟味したう

えで、表現したいことを明確に示した鑑賞文を

作成したり、工夫をして短歌を作成する。 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

11 

古文読解 

 

 

小説読解 

１０ 

 

 

日記文学 土佐日記 

 

 

城の崎にて 

a 

b 

c 

・常套句的な意味とともに、『土佐日記』全体の

構成とも関連づけながら、結びの一文に込め

られた心情を説明する。 

 

 

・作品に描かれる死生観を文脈の中で正確に理

解し、内容を正確に解釈したうえで、「生と

死」に対する思いを自身の体験を踏まえて文章

にする 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

12 

古文読解 

 

 

漢文読解 

 

 

１２ 

 

軍記物語 平家物語 

 

 

思想 論語、孟子 

a 

b 

c 

・和漢混交文の表現の特徴を正確に指摘し、そ

の効果を説明することに加え、登場人物の関

係性について本文を踏まえて理解し、両者の違

いを対比的にわかりやすく説明する。 

・複数の解釈を比較検討した上で、教材本文の

解釈を自分なりに構築する。 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

１  

小説読解 

 

古文読解 

７ 

 

沖縄の手記から 

 

俳諧紀行 おくのほ

そ道 

a 

b 

c 

・それぞれの作品が成立した背景を踏まえたう

えで、各作品が伝える中心的な内容を正確に理

解する。 

 

・本文中の句について正確に解釈したうえで、改

作前の初案との内容の差をわかりやすく説明

し、改作の動機を推測する。 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

２  

漢文読解 

 

 

小説読解 

 

 

８ 

 

 

文章 雑説 

   羆説 

 

山月記 

 

a 

b 

c 

・ 「雑説」「羆説」が書かれた動機について、唐

代中国の歴史的背景を踏まえた上で自分なり

に考えをまとめる。 

 

・作品の展開を踏まえ、人間が虎になるという

設定がもたらす効果について理解を深める。 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

３  

古文読解 

 

 

 

８ 

 

古典と注釈 a 

b 

c 

・注釈書ごとの和歌解釈の違いを正確に捉えた

うえで、どちらの説を採るか、筋の通ったオリ

ジナリティーのある論述をする。 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課題の提出状況 

計１０５時間（55分授業） 
 



 

５  課題・提出物  

 
・単元テスト、文法事項確認テスト、各種課題、授業で取り組んだノートやプリント等。 

 

 

  



（  国語探究  ）  

令和６年度シラバス  
                            新潟市立高志中等教育学校  

 

学  科  

普 通 科 （人文科学）  教科名  国 語  単位数   ３単位  学年   ５学年  

使用教科書  「論理国語」（第一学習社）、「文学国語」（第一学習社） 
 

副教材等  

「錬成現代文２＋」（尚文出版） 
「速読トレーニング 小説」（数研出版） 

「読解評論文キーワード改訂版」（筑摩書房） 
「新国語便覧」（第一学習社）  
  

１  学習目標  

・様々な文章を読み、論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、他社との関わりの中で伝え合う力を高め、
自分の思考や考えを広げたり深めたりする力を養う。 

・言葉が持つ意味を深く理解し、社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化
への深い共感力や豊かな想像力を養う。 

 

２  指導の重点  

①様々な文章に触れ、その構成、語句の意味、表現の仕方などを理解し、言語感覚を豊かにする。 

②多様な視点に立ったり、情報を整理したりすることで、より正確に読解する力を養う。  
３  評価規準と評価方法  

〔評価規準〕  評価は次の３観点で行います。  

①知識・技能  ②思考・判断・表現  ② 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む
態度  

・生涯にわたって、実社会に必要な国
語の知識や技能を身につけている。 

・「書くこと」「読むこと」の各領域
において、論理的、批判的に考えたり
深く共感したり創造的に考える力を
伸ばすとともに、他者との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げたり深めたりしてい
る。 

・言葉を通して積極的に他社や社会
と関わったり、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしながら、言葉が
持つ価値への認識を深めようとする
とともに、読書に親しむことで自己
を向上させ、我が国の言語文化の担
い手としての自覚を深めて言葉を効
果的に使おうとしている。 

〔評価方法〕  
・定期考査、課題考査、小テスト、各種課題、授業で取り組んだ成果物。 

 

 

４  指導計画  

月  単元名  授業
時数  

 

教材  学習活動（指導内容）  評価の観
点  

評価方法  

４  

評 論 （ 一 ） 

 

 

現 代 の 小

説 （ 一 ）  

 

９  「 天 然 知 能 と

し て 生 き る 」  

・評論のしるべ 

「旅する本」 

・文学のしるべ 

・筆者が定義する「天然知能」について把握し、

これからの人間の知性のあり方について、考えを

深める。 

・自分の考えが的確に伝わる文章になるよう工夫

して表現する。 

・短編小説の構成やリズムに親しみ、情景に込め

られた心情を理解する。 

・文学的な文章における文体の特徴や表現の技法

を理解する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

５  

評論（一） 

 

 

近 代 の 小 説

（二） 

 

 

 「自他の間合い」 

・評論のしるべ 

「山月記」 

・文学のしるべ 

・言い換えや比喩を用いながら、自他の関係性に

ついて論じる叙述の方法を理解する。 

・筆者の主張を基に、自分の考えを論述したり発

表したりする。 

・表現の特徴が作品に及ぼす効果を考え、人が虎

になるという怪異の意味を踏まえて作品の主

題を考える。 

 

a,b 

 

 

a,b 

 ８ a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  



６  

評論（二） 

 

近 代 の 小 説

（一） 

１１ 「「私」中心の日

本語」 

・評論のしるべ 

「檸檬」 

・文学のしるべ 

・具体例と主張との関係を整理して論理構成を把

握し、筆者が主張する日本語の特徴を理解す

る。 

・情報と情報との関係について理解を深め、情報

を階層化して整理する。 

・「私」の心の動きを表現のに基づいてたどり、

「檸檬」が「私」に及ぼした影響を捉える。 

・文学的な文章を理解するための語彙や語句を豊

かにする。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

７  

評論（二） 

 

近代の詩 

９ 「日本人の「自

然」」 

・評論のしるべ 

「小諸なる古城

のほとり」 

「風船乗りの夢」 

「永訣の朝」 

「 

・筆者の述べる西洋と日本の「自然」を対比的に

把握し、筆者の問題意識や執筆意図に着目す

る。 

・文語定型詩の構成やリズムに親しみ、情景に込

められた心情を理解する。 

・内容や構成、展開、場面設定や描写の仕方、表

現の特色などを的確に捉え、自分の解釈と他者の

解釈を比較検討し、解釈の多様性について考えを

深める。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

８  

評論（三） ３ 「手の変幻」 

・評論のしるべ 

・筆者の感性や着眼点、表現の特徴について整理

し、主張に説得力をもたせるための論理展開に

ついて考察する。 

・「『欠落』や『無』が重要な役割を果たしてい

る芸術作品」について、調査したことをまとめ

たり発表したりする。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

 
 

９  

評 論 （ 三 ） 

 

 

現 代 の 小 説

（一） 

１ ２  「 越 境 す る 動

物 が も た ら す

贈 り 物 」  

・評論のしるべ 

「富岳百景」 

・文学のしるべ 

・物語に描かれた人間と動物との関わりについ

て、筆者の主張とそれを支える根拠の関係に着目

して理解する。 

・文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深め

る。 

・様々な文芸的話題や引用がちりばめられた作品

を読んで、小説の奥深さとおもしろさを味わう。 

・作品に関連のある事項について調べ、その成果

を文章にまとめたり発表したりする方法を学ぶ。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  
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近代の小説 

１２ 「推論とは何か」 

 

「葉桜と魔笛」 

・文学のしるべ 

・主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に

検証し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容

を解釈する方法を学ぶ。 

・推論のしかたについて理解し、活用する方法を

学ぶ。 

・小説の展開において、「私」の語りの特徴がも

たらす効果を把握しながら読む。 

・小説中で語られる出来事を整理し、その構造が

生む効果について、文章にまとめたり、発表し

たりする方法を学ぶ。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  
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評論（四） 

 

 

随想（一） 

 

読み比べ 

１０ 「働かないアリ

に意義がある」 

 

「真珠の耳飾り

の女」 

 

・フェルメールの

技を読む 

・アリの生態の紹介から人間社会の問題点へと展

開する論の構造を読み取り、筆者の主張を理解

する。 

・アリの生態を紹介しながら人間社会の問題点に

ついて述べた文章の内容を基に、自分の考えが

的確に伝わる文章になるよう工夫する。 

・フェルメールの絵画を紹介する文章を読んで、

読み手の関心を引きつけるための工夫につい

て考える。 

・フェルメールの絵画について述べられた対談の

文章と比較して、文体の特徴や効果についてま

とめ、発表する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  
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評論（四） 

 

戦 争 と 文 学

（一） 

１２ 「AI時代の社会

と法」 

・評論のしるべ 

「バグダッドの

靴磨き」 

・ 

・ＡＩ（人工知能）の発展がもたらす社会と法の

関係の変化を把握し、今日的な問題意識を持

つ。 

・ＡＩの発展がもたらす社会と法の関係の変化に

ついて述べた文章を基に、自分の考えを論述し

たり発表したりする。 

・登場人物同士の関係や心情を把握しながら読

み、「僕」の発言の背景にあるものを理解する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

１  

評論（五） 

 

 

近 代 の 小 説

（二） 

７ 「な様性が必要

か」 

・評論のしるべ 

「こころ」 

・文学のしるべ 

・動的平衡という視点から生態系を捉える筆者の

主張を把握し、生物多様性が必要な理由につい

て考察する。 

・「生物多様性が必要だ」という筆者の主張を基

に、自分の考えを論述したり発表したりする。 

・物語の展開と出来事を整理しながら、「私」と

「Ｋ」それぞれの心情をつかむ。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

２  

評論（五） 

 

 

戦争と文学 

８ 「生体認証技術

の発展と未来」 

・評論のしるべ 

「わたしが一番

きれいだったと

き」「死んだ男の

残したものは」 

・生体認証技術の持つ課題を文脈から把握し、そ

れが現代社会に投げかける意味について理解

を深める。 

・生体認証技術の持つ課題について、自分の考え

を的確に伝えられるよう、文章で表現する。 

・詩の構成の意図を考え、過去と後半生に対する

「わたし」の心情をつかみ、詩の主題を理解す

る。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

３  

評論読解 

 

 

 

実用文（一） 

８ 「コミュニティ

ー空間としての

都市」 

・評論のしるべ 

 

「法に関わる文

章を読み比べる」 

「ボランティア

への参加を伝え

るメールの文章

を検討する 

・情報の分析に基づく論理展開と対比構造を把握

し、将来の社会のあり方を構想できるような広

い視野を培う。 

・筆者の意見の根拠や論拠を批判的に検討した上

で、自分の考えを論述したり発表したりする。 

・二種類の実用的な文章を読み比べて、必要な情

報を読み取り、両者を関連付けて解釈する方法

を学ぶ。 

・実用文を書く上でのルールを学び、場面や目的

に応じて工夫する必要があることを理解する。 

・自分の考えが的確に伝わるように、表現を工夫

して書く。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

 

 

課 題 の 記 述 内

容  

 

 

振 り 返 り の 内

容 、 課 題 の 提

出 状 況  

計１０５時間（55分授業） 

 

 

５  課題・提出物  

 
・小テスト、各種課題、授業で取り組んだノートやプリント等。 

 
 

 

６ 担当者からの一言 

国語探究は、「日本語を通して、コミュニケーション能力を高める」科目です。具体的には、明治
以降の評論、小説、詩歌、実用的な文章など、さまざまな文章に触れることで、「読む力」「話す
力」「聞く力」「書く力」を高め、総合的な「国語力」の育成を図ります。また、単なる「受験に耐
えうる読解力」を伸ばすのではなく、現代社会の課題を自分の力で読み解く方法をそれぞれが見つ
ける科目でもあります。言葉を大切にし、自己を表現するために適切な言葉を用いて、積極的に学
習に取り組んでほしいと思います。 

 

  



 

（  国語探究  ）  

令和６年度シラバス  

                                新潟市立高志中等教育学校  

学  科  

普 通 科 （生物科学・理工学）  教科名  国 語  単位数   ２単位  学年   ５学年  

使用教科書  「論理国語」（第一学習社）、「文学国語」（第一学習社） 
 

副教材等  

「錬成現代文２＋」（尚文出版） 
「速読トレーニング 小説」（数研出版） 

「読解評論文キーワード改訂版」（筑摩書房） 
「新国語便覧」（第一学習社）  
  

１  学習目標  

・様々な文章を読み、論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、他社との関わりの中で伝え合う力を高め、自
分の思考や考えを広げたり深めたりする力を養う。 

・言葉が持つ意味を深く理解し、社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語文化へ
の深い共感力や豊かな想像力を養う。 

 

２  指導の重点  

①様々な文章に触れ、その構成、語句の意味、表現の仕方などを理解し、言語感覚を豊かにする。 

②多様な視点に立ったり、情報を整理したりすることで、より正確に読解する力を養う。  
３  評価規準と評価方法  

〔評価規準〕  評価は次の３観点で行います。  

①知識・技能  ②思考・判断・表現  ③ 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む
態度  

・生涯にわたって、実社会に必要な国
語の知識や技能を身につけている。 

・「書くこと」「読むこと」の各領域に
おいて、論理的、批判的に考えたり深
く共感したり創造的に考える力を伸ば
すとともに、他者との関わりの中で伝
え合う力を高め、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしている。 

・言葉を通して積極的に他社や社会
と関わったり、自分の思いや考えを
広げたり深めたりしながら、言葉が
持つ価値への認識を深めようとする
とともに、読書に親しむことで自己
を向上させ、我が国の言語文化の担
い手としての自覚を深めて言葉を効
果的に使おうとしている。 

〔評価方法〕  
・定期考査、課題考査、小テスト、各種課題、授業で取り組んだ成果物。 

 

４  指導計画  

月  単元名  授業
時数  

 

教材  学習活動（指導内容）  評価の
観点  

評価方法  

４  

評 論 （ 一 ） 

 

 

現 代 の 小

説 （ 一 ）  

 

７  「 天 然 知 能 と

し て 生 き る 」  

・評論のしるべ 

「旅する本」 

・文学のしるべ 

・筆者が定義する「天然知能」について把握し、

これからの人間の知性のあり方について、考え

を深める。 

・自分の考えが的確に伝わる文章になるよう工

夫して表現する。 

・短編小説の構成やリズムに親しみ、情景に込

められた心情を理解する。 

・文学的な文章における文体の特徴や表現の技

法を理解する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

５  

評論（一） 

 

 

近 代 の 小 説

（二） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「自他の間合い」 

・評論のしるべ 

「山月記」 

・文学のしるべ 

・言い換えや比喩を用いながら、自他の関係性

について論じる叙述の方法を理解する。 

・筆者の主張を基に、自分の考えを論述したり

発表したりする。 

・表現の特徴が作品に及ぼす効果を考え、人が

虎になるという怪異の意味を踏まえて作品の

主題を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a,b 

 

 

a,b 

 ７ a 

 

 

b 

 

 

 

 

 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  

評論（二） 

 

近 代 の 小 説

（一） 

７ 「「私」中心の日本

語」 

・評論のしるべ 

「檸檬」 

・文学のしるべ 

・具体例と主張との関係を整理して論理構成を

把握し、筆者が主張する日本語の特徴を理解

する。 

・情報と情報との関係について理解を深め、情

報を階層化して整理する。 

・「私」の心の動きを表現のに基づいてたどり、

「檸檬」が「私」に及ぼした影響を捉える。 

・文学的な文章を理解するための語彙や語句を

豊かにする。 

。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  



７  

評論（二） 

 

近代の詩 

６ 「日本人の「自然」」 

・評論のしるべ 

「小諸なる古城の

ほとり」 

「 

・筆者の述べる西洋と日本の「自然」を対比的

に把握し、筆者の問題意識や執筆意図に着目

する。 

・文語定型詩の構成やリズムに親しみ、情景に

込められた心情を理解する。 

・内容や構成、展開、場面設定や描写の仕方、

表現の特色などを的確に捉え、自分の解釈と

他者の解釈を比較検討し、解釈の多様性につ

いて考えを深める。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

８  

評論（三） ３ 「手の変幻」 

・評論のしるべ 

・筆者の感性や着眼点、表現の特徴について整

理し、主張に説得力をもたせるための論理展

開について考察する。 

・「『欠落』や『無』が重要な役割を果たして

いる芸術作品」について、調査したことをま

とめたり発表したりする。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

 

 

課 題 の 記 述 内 容  

 

 

振 り 返 り の 内 容 、

課 題 の 提 出 状 況  

   
  小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

 

９  

評 論 （ 三 ） 

 

 

現 代 の 小 説

（一） 

８  「 越 境 す る 動

物 が も た ら す

贈 り 物 」  

・評論のしるべ 

「富岳百景」 

・文学のしるべ 

・物語に描かれた人間と動物との関わりについ

て、筆者の主張とそれを支える根拠の関係に着

目して理解する。 

・文章の内容や解釈を評価し、自分の考えを深

める。 

・様々な文芸的話題や引用がちりばめられた作

品を読んで、小説の奥深さとおもしろさを味わ

う。 

・作品に関連のある事項について調べ、その成

果を文章にまとめたり発表したりする方法を学

ぶ。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  
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近代の小説 

９ 

 

「推論とは何か」 

 

「葉桜と魔笛」 

・文学のしるべ 

・主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的

に検証し、文章の妥当性や信頼性を吟味して

内容を解釈する方法を学ぶ。 

・推論のしかたについて理解し、活用する方法

を学ぶ。 

・小説の展開において、「私」の語りの特徴が

もたらす効果を把握しながら読む。 

・小説中で語られる出来事を整理し、その構造

が生む効果について、文章にまとめたり、発

表したりする方法を学ぶ。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

11 

評論（四） 

 

 

随想（一） 

 

読み比べ 

７ 「働かないアリに

意義がある」 

 

「真珠の耳飾りの

女」 

 

・フェルメールの

技を読む 

・アリの生態の紹介から人間社会の問題点へと

展開する論の構造を読み取り、筆者の主張を

理解する。 

・アリの生態を紹介しながら人間社会の問題点

について述べた文章の内容を基に、自分の考

えが的確に伝わる文章になるよう工夫する。 

・フェルメールの絵画を紹介する文章を読ん

で、読み手の関心を引きつけるための工夫に

ついて考える。 

・フェルメールの絵画について述べられた対談

の文章と比較して、文体の特徴や効果につい

てまとめ、発表する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

12 

評論（四） 

 

戦 争 と 文 学

（一） 

８ 「AI時代の社会と

法」 

・評論のしるべ 

「バグダッドの靴

磨き」 

・ 

・ＡＩ（人工知能）の発展がもたらす社会と法

の関係の変化を把握し、今日的な問題意識を

持つ。 

・ＡＩの発展がもたらす社会と法の関係の変化

について述べた文章を基に、自分の考えを論

述したり発表したりする。 

・登場人物同士の関係や心情を把握しながら読

み、「僕」の発言の背景にあるものを理解す

る。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

１  

評論（五） 

 

 

近 代 の 小 説

（二） 

６ 「な様性が必要か」 

・評論のしるべ 

「こころ」 

・文学のしるべ 

・動的平衡という視点から生態系を捉える筆者

の主張を把握し、生物多様性が必要な理由に

ついて考察する。 

・「生物多様性が必要だ」という筆者の主張を

基に、自分の考えを論述したり発表したりす

る。 

・物語の展開と出来事を整理しながら、「私」

と「Ｋ」それぞれの心情をつかむ。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  



２  

評論（五） 

 

 

戦争と文学 

５ 「生体認証技術の

発展と未来」 

・評論のしるべ 

「わたしが一番き

れいだったとき」 

・生体認証技術の持つ課題を文脈から把握し、

それが現代社会に投げかける意味について理

解を深める。 

・生体認証技術の持つ課題について、自分の考

えを的確に伝えられるよう、文章で表現する。 

・詩の構成の意図を考え、過去と後半生に対す

る「わたし」の心情をつかみ、詩の主題を理

解する。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

３  

評論読解 

 

 

 

 

５ 「コミュニティー

空間としての都市」 

・評論のしるべ 

 

 

 

・情報の分析に基づく論理展開と対比構造を把

握し、将来の社会のあり方を構想できるよう

な広い視野を培う。 

・筆者の意見の根拠や論拠を批判的に検討した

上で、自分の考えを論述したり発表したりす

る。 

・二種類の実用的な文章を読み比べて、必要な

情報を読み取り、両者を関連付けて解釈する

方法を学ぶ。 

・実用文を書く上でのルールを学び、場面や目

的に応じて工夫する必要があることを理解す

る。 

・自分の考えが的確に伝わるように、表現を工

夫して書く。 

a 

 

 

b 

 

 

c 

 

小 テ ス ト  

課 題 の 記 述 内 容  

振 り 返 り の 内 容  

課 題 の 提 出 状 況  

                                            計７０時間（55分授業） 

 
 

５  課題・提出物  

 
・小テスト、各種課題、授業で取り組んだノートやプリント等。 

 
 

 

６ 担当者からの一言 

国語探究は、「日本語を通して、コミュニケーション能力を高める」科目です。具体的には、明治
以降の評論、小説、詩歌、実用的な文章など、さまざまな文章に触れることで、「読む力」「話す力」
「聞く力」「書く力」を高め、総合的な「国語力」の育成を図ります。また、単なる「受験に耐えう
る読解力」を伸ばすのではなく、現代社会の課題を自分の力で読み解く方法をそれぞれが見つける科
目でもあります。教科書だけの学習にとどまらず、言葉を大切にし、自己を表現するために適切な言
葉を用いることを心掛けて、学習に取り組んでほしいと思います。 

 

  



（  古典探究  ）  

令和６年度シラバス  

学 番 6 3 0 1新潟市立高志中等教育学校  

教科 (科目 )  国語（古典探究） 単位数  ３単位  学年  ５学年（共通）  

使用教科書  古典探究 古文編・古典探究 漢文編 (数研出版) 

副教材等  

・プログレス 標準編 古文・漢文 (いいずな書店) 
・完全マスター古典文法（第一学習社）・必携新明説漢文（尚文出版） 

・わかる・読める・解ける古文単語330（いいずな書店） 
・速読トレーニング 古典（基礎） 

 
１  学習目標  

・生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めること
ができるようにする。  
・論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方と
の関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 
・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての
自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 
２  指導の重点  

・語句の意味、用法、文の構造を理解する。 
・作品の内容を構成や展開に即して的確にとらえる。 
・作品に表れた人間、社会、自然などに対する思想や感情を読み取り、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにする。 

・作品の表現上の特色を理解し、優れた表現に親しむ。 

 
３  評価規準と評価方法  
〔評価規準〕  評価は次の観点から行います。                           

 知識・技能 ａ 思考・判断・表現   ｂ  主体的に学習に取り組む態度  ｃ  

評
価
の
観
点 

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や

技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的

な言語文化に対する理解を深めている 

「読むこと」の領域において，論理的に考え

る力や深く共感したり豊かに想像したりする

力を伸ばし，古典などを通した先人のものの

見方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え

合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり

深めたりしている。 

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わった

り，思いや考えを広げたり深めたりしながら，

言葉がもつ価値への認識を深めようとしている

とともに，進んで古典に親しみ，言葉を効果的

に使おうとしている。 

 
評
価
方
法 

以上の観点を踏まえ 
・定期考査の分析 
・レポートや課題の提出物などの内容確
認 
・小テスト・課題テスト 

 
などから，評価します。 

以上の観点を踏まえ 
・定期考査の分析 
・授業中の発言，発表や討論への取り組 

みの観察 
・レポートや課題の提出物などの記 

述の分析 
などから，評価します。 

以上の観点を踏まえ 
・定期考査の分析 
・レポートや課題の提出物などの内容 

 確認 
 

などから，評価します。 

 
４  学習計画  

月  単元名  
授業時数  
(と領域 ) 

教材名  学習活動（指導内容）  
評価の
観点  

評価方法 

４  

古文読解 ４ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

４ 

説話/大江山（十訓抄） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説話/兼盛と忠見（沙石集） 

 

「丹後へ遣はしける人は参りたりや」とは、どのよう

なことを言おうとしたのか説明する。 

・「大江山……」の歌で、小式部内侍が伝えようとした

ことを説明する。 

・「返歌にも及ばず、袖を引き放ちて、逃げられけり」

とは、誰がなぜそのようにしたのか説明する。 

・「大江山」はどのような教訓を示すために収録されて

いると考えられるか話し合う。 

・『沙石集』の編者が、忠見のあり方をどのように評価

しているか説明する。 

a 
 
 
 
 
 
b 
 
 
 
 
c 
 
 

・振り返りシート  
・定期テスト 
 

 
 
 

・振り返りシート 
・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
 
 
・レポート  
・振り返りシート  
 

 
 
 
 
 
・レポート  



５  

漢文読解 

 
 
 

 
 

古文読解 
 

１  
 

４  
４  
 
 

１  

故事/ズームアップ 訓読の歴史 

 

買履忘度/韓非子 

江南橘為江北枳/説苑 

 

 

 

歌物語/をばすて山（大和物語） 
 

・漢文に慣れ、訓読上のきまりをより正しく理解する。 

・故事･寓話の持つ寓意を理解し､思考力や批判力を養

う。 

・訓読で教材を朗読する。 

・音読みによる直読で教材を朗読する。 

・口語訳で教材を朗読する。 

・三種類の朗読から受ける印象の違いを話し合う。 

・「男」が「をば」を捨てるに至った経過を整理する。 

・「をば」を捨てた後再び迎えに行くまでの「男」の心

情はどのようなものだったか、話し合う。 

a 
 
 
 
b 
 
 
 
 
c 
 

・振り返りシート  
・定期テスト 
 
 

・振り返りシート 
・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 

・レポート  
・振り返りシート  
 

６  

古文読解 
 

 
 

 
漢文読解 
 

 
 

古文読解 

４ 
 

 
 

 
２ 

 

 
 

４ 

歌物語/をばすて山（大和物語） 
 

 
 

 
漢詩/ズームアップ 漢詩を作ってみ

よう 

 

 

随筆㈠/御前にて人々とも（枕草子） 

 

・「男」が「をば」を捨てるに至った経過を整理する。 

・「をば」を捨てた後再び迎えに行くまでの「男」の心

情はどのようなものだったか、話し合う。 

 

 

・単元内の教材の学習を踏まえて、漢詩の規則

を確認する。 

・「春」をテーマとした七言絶句を作る。 

・「姨捨山の月は、いかなる人の見けるにか。」

という表現で伝えていることは何か、清少納言

の発言との関わりで説明する。 

・「わろかめれば、寿命経も、え書くまじげに

こそ」とは何を清少納言に伝えようとしている

のか、説明する。 

・「かけまくも……」の歌について、掛詞を指

摘して、歌を訳す。 

a 
 
 
 
 
b 
 
 
 
c 
 

・定期テスト 
・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 

 
・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
・レポート  
 
 
 
・振り返りシート  
 

７  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８  

古文読解 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

漢文読解 

５ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

４ 
 
 

 
 

大納言殿参り給ひて（枕草子） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

史伝/鴻門之会・項王自刎 

 

・「うたて、何しにさ申しつらむ」とは、誰の

どのような気持ちを表しているか、説明する。 

・作者以外の女房たちが、その時々の状況に応

じてどのような行動をとったか、順にまとめ

る。 

・「ただ人のねぶたかりつる目もいと大きにな

りぬ」とあるが、どういうことか、説明する。 

 

・「鴻門の会」の読解を踏まえ、劉邦が鴻門か

ら脱出することができた理由 

を考えて話し合う。 

・「四面楚歌」「項王自刎」の読解を踏まえ、項

羽が江東に帰らなかった理由を考えて話し合

う。 

a 
 
 
 
 
 
b 
 
 
 
 
 
c 
 

・定期テスト  
・振り返りシート  
 

 
 

 
・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
・定期テスト 

 
 
・振り返りシート  
 

９  

漢文読解 

 
 

 
 
 

 
 

古文読解 

３ 

 
 

 
 
 

 
 

５ 

史伝/鴻門之会・項王自刎 

 
 

 
 

 
 

 
日記文学㈠/東路の道の果て（更

級日記） 

・「鴻門の会」の読解を踏まえ、劉邦が鴻門か

ら脱出することができた理由 

を考えて話し合う。 

・「四面楚歌」「項王自刎」の読解を踏まえ、項

羽が江東に帰らなかった理由を考えて話し合

う。 

 

・物語を読みたいと思う気持ちが表れている表

現を順に抜き出す。 

・「人知れずうち泣かれぬ」という作者の気持

ちを説明する。 

a 
 
 
b 
 
 
 
 
c 
 

・定期テスト  
・振り返りシート  
 

・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 

・レポート  
 
・振り返りシート  
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古文読解 

９ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

３ 

 
   

日記文学㈠/物語（更級日記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物語/光源氏誕生（源氏物語） 

 
 

・作者が『源氏物語』を読むことに没頭してい

ることがわかる表現を抜き出し、そのときの気

持ちを考える。 

・「いとはかなく、あさまし」というのは、い

つの時点のどのような気持ちを表現したのか、

考える。 

・『源氏物語』に登場する「夕顔」や「浮舟」

がどのような女性なのか調べ、作者がこの二人

を取り上げた理由を考える。 

 
・帝が「桐壺の更衣」を寵愛することに対し、

まわりの人々はどう思ったか、説明する。 

 

a 
 
 
 
 
b 
 
 
 
c 
 

・定期テスト  
・振り返りシート  
 
 

 
・定期テスト 

・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
・レポート  
・振り返りシート  
 

11 

古文読解 

 

６ 

 
 

 

 
 

６ 
 

 

物語/光源氏誕生（源氏物語） 

 
 

 

 

物語/藤壺の入内 

（源氏物語） 

 

・帝が「桐壺の更衣」を寵愛することに対し、

まわりの人々はどう思ったか、説明する。 

・「一の皇子」と「玉の男皇子」とに対する帝

の接し方の違いを説明する。 

・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の人物像につ

いて考える。 

・藤壺が入内したことで、桐壺帝はどのように

変わったか、説明する。 

・藤壺はまわりの女御・更衣からどのように見

られていたか、説明する。 

・藤壺に対する光源氏の心情を説明する。 

 

a 
 
 
 
 
b 
 
 
 
c 
 

・振り返りシート  
・定期テスト 
・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
・定期テスト 

・授業中の発言，発表の
取り組みの観察 

 
・振り返りシート  
 

12 

古文読解 ９  物語/小柴垣のもと 

（源氏物語） 

・「生ひ立たむ……」と「初草の……」の歌に

ついて、「若草」「露」「初草」が何をたとえ

ているか、それぞれの歌は何を訴えようとして

いるか、説明する。 

・光源氏は「女子」のどこに興味をひかれてい

るのか、説明する。 

a 
 
b 
c 
 

・振り返りシート  
 
・定期テスト 

・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
 
 
・レポート  
・振り返りシート  
 

１  

漢文読解  ９ 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

思想/荀子 

 

思想/探究の扉 未来に備える

遺伝子 

随筆㈡/ゆく河の流れ（方丈記）」 

 

 

 

 

 

 

 

・『孟子』と『荀子』の文章を読み、類似点と

相違点を考察する。 

・「性善」（『孟子』）と「性悪」（『荀子』）

を読み比べて考えたことを文章としてまとめ

る。 

・「未来に備える遺伝子」を読んで、単元内で

学習した諸子百家の文章に見える考え方との共

通点を考える。 

・諸子百家の文章から現代に通じる考え方を探

し、文章としてまとめる。 

・「世の中にある人と栖と、またかくのごとし」

について、「人と栖」が何とどのように同じなの

か、説明する。 

・「無常」に対する作者の考えについて、説明す

る。 

 

 

 

a 
 
b 
 
 
 
 
 
c 
 

・振り返りシート  
 

・定期テスト 
・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
 
 
・レポート  
・振り返りシート  
 

２  

古文読解  ９ 随筆㈡/花は盛りに（徒然草） ・本文で述べられている「月の見所」「花の見所」

をまとめる。 

・「男女の情け」における「始め終はり」とは、

どのような状態を言うのか 

 

a 
 
b 
c 
 

・振り返りシート  
 

・定期テスト 
・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
 
 
・レポート  
・振り返りシート  
 

  

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 
６ 

 

 
 

 
 

６ 
 

 

 

随筆㈡/探究の扉 兼好法師が

詞のあげつらひ（玉勝間） 

 

 

 

 

歴史物語/花山天皇の出家（大

鏡） 

 

 

・「花の散り、月の傾くを慕ふ」ことについて、

兼好法師と本居宣長はそれぞれどのように考え

ているか比較する。 

・「あだし野の露」の段に対する批評が展開さ

れている本文の続きを読んで、それぞれの内容

を比較する。 

・「さりとて」「さりとも」「さること」の「さ

り」「さる」が指す内容を説明する。 

・花山天皇の出家はどのように行われたのか、

道兼の行動に注意しながらまとめる。 

・花山天皇と道兼の人物像をまとめる。 

 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 
 

 

２  

古文読解 ３ 随筆㈡/探究の扉 兼好法師が

詞のあげつらひ（玉勝間） 

・「花の散り、月の傾くを慕ふ」ことについて、

兼好法師と本居宣長はそれぞれどのように考え

ているか比較する。 

 

a 
 
b 
c 
 

・振り返りシート  
 

・定期テスト 
 
・レポート  
 



計 7 0 時 間 （ 5 5 分 授 業 ）  

 
５  課題・提出物等  
・授業で使用する補助プリント  ・振り返りシート   ・古文単語テスト   ・レポート  

 

 

６   授業担当者からの一言  
古典探究では、各単元で扱う教材を使って、「読むこと」の領域において，論理的に考える力や深く共

感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関
わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにして いきま
す。単なる文法の確認や暗記ということにとどまらず、内容に関しての ｢思い ｣を大切ににしていきましょ
う。  

 

 

 

３  

古文読解 

 
 
 

漢文読解 

３ 

 
 
 

３ 

随筆㈡/探究の扉 兼好法師が

詞のあげつらひ（玉勝間） 

 

 

文章/売油翁 

 

・「あだし野の露」の段に対する批評が展開さ

れている本文の続きを読んで、それぞれの内容

を比較する。 

 

・単元内の教材の学習を踏まえて、道家思想が

後世の文章に影響を与えた経緯を学習する。 

・「売油翁」の末尾一文の意味を、典故となる

『荘子』の文章を踏まえて考え、グループで話

し合う。 

 

a 
 
 
 
b 
 
 
 
c 
 

・振り返りシート  
 
 
 

・授業中の発言，発表や
討論への取り組みの観
察 
・レポート  
・振り返りシート 


